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生息するハブ類の起源と進化を研究する手がかりとなる。
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八重洲町港川
　ハブ 2万年前、2万2千年前

今帰仁村赤木又
　 ハブ属、マダラヘビ属、
　アオヘビ属、ヒャン類縁種、
　クサリヘビ科、ナミヘビ科
　150万年前

伊仙町小島
　ハブ属、マダラヘビ属、ナミヘビ科
　2万4千年前

ハブ化石産地

琉球列島における現生ハブ属と化石ヘビ類の分布

天川洞
　クサリヘビ科、ナミヘビ科
　3万1千年前、3万8千年前

ニホンマムシ生息域

宮古島

サビチ洞
　サキシマハブ類縁種
　１万４千年前

中城村
　ハブ、ワモンベニヘビ属 3万4千年前

本部町備瀬
　 ハブ属、
　ワモンベニヘビ属
　3万4千年前

知念村上クルク原
　ナミヘビ科
　2万7千年前、3万1千年前

与那国町東崎
　ナメラ属

宮古市城辺比喜
　ハブ属

地勢図は https://ja.wikipedia.org/wiki/
ファイル:Japan_Nansei-Shoto_Map_Chikei.gifを転用

鹿児島大学総合研究博物館

講師：池田忠広博士（兵庫県立人と自然の博物館）
場所：奄美市立奄美博物館
日時：2016年 8月 27日 ( 土 ) 
　　　午後 13:00～15:00（展示解説を含む）
入場：無料

琉球列島のヘビ類の起源

主催：鹿児島大学総合研究博物館
共催：奄美市教育委員会・鹿児島大学「薩南諸島の生物多様性とその保全に関する
　　　教育拠点整備」プロジェクト
後援：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター
問合先：鹿児島大学総合研究博物館（電話 099-285-8141 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子メール info@kaum.kagoshima-u.ac.jp）
　　　　または 奄美博物館（電話 0997-54-1210） 

第32回市民講座

琉球列島では、200万年前以降の堆積物から、多くの脊椎動物化石とともに複数のヘビ
類化石が産出します。その多くは遊離した椎骨ですが、その特徴的な形質を見極め、現
生種の椎骨と比較することで種類を特定したのが池田先生です。池田先生は、鹿児島大
学大塚裕之名誉教授とともに、鑑定結果に基づいて、150万年前の沖縄島には既にハブ
類が生息していたこと、宮古島には現在は同島に生息していないハブやナミヘビ類を含
む複数のヘビ類が生息していたこと、などを明らかしています。今回の講座では、琉球
列島各地に産出するヘビ類化石とはどのようなものか、また、それらヘビ類がどこから
来たのか，そしていつ消滅したのかなど，様々な話題についてお話しをうかがう予定です。

同時開催 特別公開「琉球列島最古のハブ属の化石」
　　　　    と「アマミノクロウサギノの歯の化石」


